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細胞内オルガネラであるリソソームは、多様な加水分解酵素を含有し、細胞の恒常性維持にお

いて中核的な役割を担っている。近年の研究により、リソソームは単なる分解装置ではなく、

細胞内外の環境変化を感知し、適応応答を誘導する「センシングハブ」として機能することが

明らかになってきた。特に、食品由来成分がリソソームを介してどのように細胞応答を制御す

るかは、食品機能学的観点からも極めて重要な課題である。また、リソソームの機能異常は細

胞老化の主要因であり、その品質管理機構（Lysosomal Quality Control: LQC）の理解と制御は、

健康⻑寿社会の実現に向けた重要な研究領域となっている。しかしながら、食品成分が LQC

に及ぼす影響については、そのメカニズムを含めて未解明な点が多く残されている。そこで本

研究では、ワサビに含まれる生理活性成分 6-(methylsulfinyl)hexyl isothiocyanate（6-MSITC）を

中心に、非栄養素である食品因子がリソソームをセンシングハブとしてどのように細胞内シ

グナル伝達を制御し、LQC を調節するかの分子レベルで解明することを目的とした。 

 


